
宮城県多賀城高等学校
災害科学科



2016年4月 「災害科学科」開設

兵庫県立舞子高校「環境防災科」
平成14年４月に開設

指導・助言

＊宮城県防災専門教育アドバイザー（防災の専門家からの提言）
＊職員は東北大学の聴講生として防災・災害を学ぶ

第２期教育振興基本計画
被災地から発信する
未来型教育モデル

2011年3月11日 東日本大震災

震災から学んだ教訓を確実に次世代に伝承するとともに，
将来国内外で発生する災害から多くの命とくらしを守る
ことができる人材を育成するため

災害科学科の開設



多賀城高校の防災学習

｢人とくらしを守る」という高い志を醸成し，職業として防災
にかかわるだけでなく，地域や企業などの様々な組織で
リーダーシップを発揮できる人材を育成する。

教育目標

① 正課の中に防災・減災を学習する科目設置
② ボランティア活動の充実（単位として認定）
③「東日本大震災」の教訓の伝承
④ 防災・災害等に関わる機関や地域、学校と
の連携

全校共通の学習

a 自然科学をベースに災害を学習
b 人間・社会科学的視点からも災害と向き合う
学習
c 災害・防災・減災の学びを課題研究で深化

災害科学科の学習



災害科学科の特徴

体験的な学び（巡検・研修）
災害のメカニズム 災害の脅威・教訓 復興・防災・減災

自分の目で見て，聞いて，感じることで課題発見

科学的に探究

課題研究で
見出した課題解決を目指す

学びを発信

高校生だから
伝えられること

先端研究を学ぶ

研究機関や大学，
地域企業などと連携

地域教育

伝承

国際交流産学官連携 ボランティア

震災以前の
くらしを学ぶ



巡検・研修
多賀城・七ヶ浜巡検

（1年生・４月）

石巻・女川巡検
（1年生・2月）

浦戸・大郷巡検
（1年生・１０月）

栗駒巡検
（１年生・７月）

つくば研修
（２年生７月）

有珠山巡検
釧路巡検 等



多賀城津波伝承まち歩き

東日本大震災の

被害と教訓の伝承

災害科学科の教育活動



当時の映像を同じ場所で視聴
イオン多賀城店屋上

末の松山

設置した津波標識をたどりながら
多賀城市内の被災状況を説明
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伝災活動「津波伝承まち歩き案内」



課題を自分ごととして捉え、探
究する



9

巡検

【多賀城•七ヶ浜巡検】4月
・・多賀城市・七ヶ浜町における東日本大震災の被災状況を観察・調査
⇒多賀城市が作成した、震災アーカイブ「たがじょう見聞憶 」について、
多賀城市危機管理様から講話

【栗駒•気仙沼巡検】7月
・栗原市における岩手宮城内陸地震、気仙沼市・南三陸町における東日本大震災の
被災状況を観察・調査

【浦戸•大郷巡検】10月
・浦戸諸島における松島層と大塚層の露頭見学、断層の観察・調査
・大郷町における令和元年東日本台風の被災状況と河川防災を調査

【石巻•女川巡検】1月
・東日本大震災の被災状況を調査し、震災の記憶を未来と世界へ発信する主体者
としての資質を涵養する

災害科学科の教育活動



栗駒・気仙沼巡検
実施時期：1学年７月頃

分析力 考察力 応用する力 協働する力 発信する力 見通しを持つ力 自走する力 レジリエンス

栗駒山麓ジオパーク、東日本大震災遺構・伝承館、震災遺構高野会館跡、南三陸町防災庁舎跡ほか

崩落地見学（栗駒）、現地語り部との交流（気仙沼）I、震災遺構見学・講話・研修（南三陸）など

露頭見学や試料採取に適した県内外のフィールドにおける、地学分野の観察・調査の野外実習を通して、
私たちを取り巻く地球環境を理解する。また、これまでの学習をもとに岩手宮城内陸地震や東日本大震
災の被災地を巡り防災・減災に対する備えを自然科学的、社会科学的に考察することを通して、防災への
意識付けの強化を図る。

（１）基礎的な観察・調査の方法を学ぶ。
（２）観察記録をもとに、結果をまとめる手法を学ぶ。
（３）まとめから新たな課題を設定することを学ぶ。

(1)実験を通して、地滑りと土砂崩れの発生メカニズムの違いを理解し、それを他者に分かりやすく説明
できる。
それぞれの発生メカニズムを踏まえ、防災・減災に向けた具体的な対策を考えることができる。

(2)気仙沼市内でのフィールドワークを通して、東日本大震災前後の市街地の状況を比較し、リアス海岸
における津波被害の特徴を観察し、資料を提示しながらまとめることができる。

(3)岩手宮城内陸地震や東日本大震災の被災地における巡検活動を通して学習した内容に基づき、防
災・減災についてハード・ソフトの両面から考察し、解決すべき課題を見出すことができる。





令和7年度 災害科学科2年生 課題研究テーマ一覧

１班 海面水温の上昇が東北地方における局地的大雨の発生頻度および強度に及ぼす影響

２班 河川津波対策としての遊水池の可能性の検証

３班 浦戸諸島ジオパーク化に向けた地形調査

４班 生成AIを活用した避難所における健康リスク評価システムの開発とその効果の検証

５班
地震・津波発生時における鉄道乗車客を対象とした避難誘導ピクトグラムの開発とその
効果の検証

６班 多賀城まち歩きをたくさんの人に

７班 高たんぱくかつアレルギー８品目不使用の備蓄食の開発

８班 太陽光エネルギーによる蓄電池を搭載した災害支援型自動販売機の提案

９班 縮流による影響を加味した津波浸水ハザードマップの一提案

１０班 地震・津波時のJR仙石線利用者向け避難アプリの開発

１１班
非常食を”食べたくなるもの”へ 高たんぱくレシピ冊子の作成と非常食への関心度の
分析

「人の命と暮らしをまもる」という目的は全員共通

⇒目的を達成する方法・手段は生徒たち自身が考え、
 課題解決（科学的探究活動）に主体的に取り組む



「津波伝承まち歩き」の課題を解決したい！

【課題】

・現地に来て、参加できる人しか経験できない

・津波の怖さを十分に伝えられていない

【解決策】

３Dモデルを活用し、バーチャル空間上で

「津波伝承まち歩き」を体験できるようにする

【方法】

・２Dの津波シミュレーションを３D化

・バーチャル空間上に多賀城市を再現

つくばサイエンスエッジで

「オーラル特別賞」「アイデア賞」を受賞

⇒国際大会で発表！



災害科学科の進路（抜粋）

1期生：東京大学大学院，TBC放送内定，日赤病院内定

東京学芸大，防衛大，宇都宮大，富山大，関西大，
東京農業大，明治大，千葉工業大，横浜薬科大
宮城教育大，宮城大，岩手大，山形大，福島大，
弘前大，山形保健医療大，東北学院大，
東北福祉大，東北工業大，東北医科薬科大，
石巻専修大，東北文化学園大 他

 東北労災看護学校，宮城県，多賀城市役所，海上保
安学校，消防士，宮城県警，JR東日本 他

課題研究や体験的な学びをもとに
総合型・学校推薦型選抜で多くの生徒が進路開拓



(ぜひ現地で災害科学科の生徒にいろいろ質問してあげてください)


	スライド 1: 宮城県多賀城高等学校 災害科学科
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 巡検・研修
	スライド 6: 多賀城津波伝承まち歩き
	スライド 7
	スライド 8: 課題を自分ごととして捉え、探究する
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

